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　マジックアワー (magic hour) は、日
の出直前と日没後に数十分程体験できる
薄明の時間帯である。光源となる太陽が
姿を消しているため自然環境としては限
りなく影の無い状態が作り出される。
 マジックタイムともいう。色相がソフト
で暖かく、金色に輝いて見えることから
ゴールデンアワー (golden hour) とも呼
ばれる。
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振り込め詐欺多発！ あなたの家族があぶない！！

１日２回訪れる至福の時間帯

マジックアワー (magic hour)
間人漁港（丹後町）

▲記者会見で受け入れを表明する中山市長の様子（京
丹後市役所で）
▼小野寺防衛大臣に要請書を渡す中山市長

京丹後市からの要請内容
《事件・事故、被害等対策》
①Ｘバンド・レーダーの配備に伴い、あらゆる事件・事故
の防止に総力をあげて取り組むとともに、仮にも事件・事
故が発生した場合には、責任をもって適切な措置を講ずる
こと。
　特に、万一にも決してあってはならない健康への影響又
は環境被害（農畜産物及び漁業又は鳥類の飛来等を含む）
等が発生した場合又はそのおそれが合理的に出てきた場合
には、安全性が回復・確認されるまでの間の停波を含め責
任をもって適切かつ確実な措置を講ずること。
《上記に関連する検証》
②海上における漁業従事者の不安に適切に対処するため、
レーダー設置の前後に、レーダー配備地の前面周辺海域に
おける電波強度を実測比較し、有意な電波影響のないこと
を検証すること。
③周辺地域への防音に適切に対処するため、レーダーの設置
の前後に、周辺地域の騒音レベルの比較調査を行い、有意な
影響のないよう万全な騒音対策を講ずること。
④海への排水（一日あたり５０トン程度と見込）の環境へ
の影響に対する不安に適切に対処するため、レーダー設置
の前後で環境への影響調査を行い、必要な措置と検証を行
うこと。
《生活・産業影響への対策》
⑤同レーダーの配備に伴い、農業、漁業、観光等地域の生業・
産業はじめ日常の地域生活の維持に負の影響を直接・間接
問わず来たすことのないよう、民生安定、生活環境（公用
ヘリコプター運用、民生電波等への影響含む）、産業振興
環境の整備、住民福祉等に対して万全な予防及び支援措置
を講ずること。
⑥同レーダー配備に伴い大きく増加する水の使用に適切に
対処するため、地域住民の生活維持に絶対に欠かせない水
の供給環境について、地元区、地元自治体の意向を踏まえ
万全な措置を講ずること。
⑦米軍関係者の施設・区域外における居住場所の選定にあ
たっては、地元区、地元自治体の意向を踏まえ、適切・丁
寧な手続きを確保すること。
⑧予想される交通量の増加や、決してあってはならないが
万一の事態への懸念に備えた迅速な住民避難・施設保全等
のため、各種道路の拡幅・新設等必要不可欠な交通環境・
アクセスの整備に対し真摯かつ万全に対応すること。
《日米地位協定のあり方等の継続的な改善努力》
⑨米軍関係者による事件・事故等が発生した際の刑事裁判
手続きに関する裁判権や、事件事故等における現場への立
入り調査権等、日米地位協定及びその運用、並びに在日米

軍施設全体のあり方について、これらの課題を巡る様々な
住民不安や懸念の解消、住民負担の軽減に向け真摯・適切
で継続的な改善に努めること。
《その他全般》
⑩上記のほか、本年２月の候補地申し入れ以降、累次にわ
たる質問書をはじめ議員全員協議会、住民説明会において
いただいた国側回答の内容について、誠意と責任をもって
履行されること。

京都府からの確認・要請事項
１　府民の安心・安全の観点から、以下の内容について、
政府が責任を持って対応すること。
（１）ミサイルに対する防護体制に万全の体制をとること。
また、テロなどへの警戒・警備体制について、警備のため
の増員を行うなど、万全を期すこと。
（２）米軍関係者による事件・事故の未然防止に総力を挙
げて取り組むこと。また、万が一、事件・事故が発生した
場合には、政府が責任をもって適切な措置を講じること。
（３）電磁波について配備前後に調査を実施し、安全基準
を遵守するほか、騒音、景観など周辺環境に及ぼす影響に
ついて、万全の策をもって対応すること。万が一、環境へ
の影響や被害が発生、若しくは発生するおそれがある場合
は、責任をもって適切かつ確実な措置を講じること。
（４）農業、漁業、観光等、地域の生業・産業をはじめ、日
常の地域生活の維持に影響を来たすことのないよう、万全
な予防及び支援措置を講じること。
（５）地域の生活用水や農業用水に支障のないよう必要な水
を確保されるとともに、水の排水についても、万全の措置
を講じること。
（６）米軍関係者の施設整備や区域外における居住場所の
選定にあたっては、京丹後市の意向を十分踏まえて行うこ
と。
２　日米地位協定における米軍人・軍属に対する裁判権の
行使に関する運用や災害等緊急時の対応等について、住民
不安の解消のため絶えざる改善に努めること。
３　地元から交番又は駐在所等の新設に強い要望を受けて
いることから、そのために必要な　交番等設置と警察官の
増員について、国において必要な措置を講じること。
４　レーダー配備に伴う大型車両等の通行による道路の安
全確保や丹後半島全体の避難経路を確保する観点から、国
において道路整備に係る予算の特例加算など特段の措置を
講じるとともに、これに伴う地方負担の軽減について十分
な措置を行うこと。
５　今日までに行ってきた質問・確認事項等に対する回答
内容については、誠実に遵守すること。
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な
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懸
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０
０
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い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
路
線
の
運
賃
が
上
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０
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に
な
り
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す
。
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岬
線
が
「
宇
川
温

　
10
月
１
日
か
ら
、
丹
海
バ
ス
の
ダ

イ
ヤ
が
改
正
さ
れ
、新
た
に
宮
津
市・

伊
根
町
・
与
謝
野
町
で
も
運
賃
が
上

限
２
０
０
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縮
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丹
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島
周
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客
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に
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待

　丹後町間人出身の実業家、松本重太郎
翁※の没後１００年を迎え、郷土の偉人
を偲ぶとともに、その偉業を再認識し、
次世代につなげようと、９月７日、丹後地
域公民館で記念シンポジウム（松本重太
郎１００年project 実行委員会など主催）
が開催され、記念講演やパネルディスカッ
ションが行われました。
　重太郎翁にゆかりのある、元朝日新聞
社長の中江利忠さんが「重太郎登場の時
代背景」について基調講演を行い、重太
郎翁の性格や気質は、「間人の厳しい気候
などの環境が影響している。何事にも用
意周到であった」と述べました。重太郎
翁のひ孫の東京国際文化会館顧問の松本
洋さんは、写真で重太郎翁の生涯を紹介
しました。
　「松本重太郎の足跡を今に生かす道」を
テーマとしたパネルディスカッションで
は、中江さんや松本さん、大阪南の「大
和屋」女将阪口純

き

久
く

さん、中山市長が登壇。
阪口さんは、重太郎翁の人柄や資金援助
などのエピソードを語り、中山市長は、「創
設した銀行の破

は

綻
たん

の際、全私財を投じて

責任をとった潔ぎ良さを翁の人格の問題
としてのみ評価するのではなく、近代日
本経済をけん引した経営哲学の原形の問
題として再評価すべき」と述べました。
　シンポジウムに参加した市民ら230人
は、重太郎翁の先を見据えた行動力やア
イデア、和の心を大切にする企業家精神
などをこれからのまちづくりに生かそう
と、気運を高めていました。

※南海電鉄、アサヒビール、毎日新聞社、
東洋紡をはじめ、40数社の創業設立に身
を投じた明治期の日本を代表する財界人。
　また、ＮＨＫドラマや城山三郎作「気
張る男」の主人公として紹介される。

まちづくり
郷土の偉人を偲び記念シンポジウム開催

実業家松本重太郎翁の足跡をたどる

パネルディスカッションの様子（丹後地域公民館で）
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○そのような中、今回のご要請は、わが国の責任ある政
府当局から国の防衛、国の安全、安心という大きな国益
が真剣に問われています。とすれば、住民の皆さんの各
般に及ぶ安全や安心がしっかりと確保されるなら、それ
を確実に現実とする中で、同じこの国の地域の一員とし
て、このために必要な負担を分かち合い、いささかなり
ともできる貢献はやっていくという姿勢が大切であるこ
とは、自ずと道理であります。

○それゆえにも、他方では、わが国の安全の確保を前提
としながら、全国を通じた必要な負担の全体それ自体に
ついてその軽減に向けた努力も絶えず願うものです。即
ち、現在、日本の安全と安全保障のため、沖縄はじめ
１３の都道府県で米軍の専用施設等が展開されています
が、政府として、わが国の安全の確保を確実に図りなが
ら、その前提の上で、様々な住民不安や懸念の解消、住
民負担の軽減に向けた在日米軍施設全体のあり方、日米
地位協定の真摯・適切で絶えざる改善の努力を真剣に
お願いするものです。

○そして、心から願いますのは、住民の皆さんの安全安
心の確実な確保とともに、わが国の平和の一層の実現で
あります。
　もちろん、今回の施設は軍事施設であり、当然、様々
な緊張と負担を伴うものですが、心からの祈りも込めて
申し上げれば、この施設がわが国への攻撃を探知・防御
する機能をもつことにより、危険な攻撃を未然に抑止し、
これを押しとどめ、ひいては、決してあってはならな
い いかなる戦争等をも防ぎ、これに決して至らせない・
万一の衝動を抑止することに、より一層資する施設であ
り、その意味で、いわば平和と平和の守りへの真摯な願
いが込められている施設でもあります。
　今回、このようなレーダー配備を通じ、わが国への攻
撃の抑止力の向上とともに、その上に国際社会に対する
真剣で適切、積極的で継続的な外交努力が主導して重
ねられ相まって、わが国の真の平和と泰平の一層の実現
が図られますよう、心から祈念と期待をします。

　住民の皆さんの安全安心の確保という自治と政治の
原点にある大義とともに、私たちも等しく恩恵を享受す
る平和実現への貢献というこの尊い大義のゆえに、この
間、全市をあげて、苦渋の中にも真剣真摯な検証と検討
の努力を捧げてきました。わが国の平和のますますの実
現を真摯に願い、その実現とともに、自治体としては第
一に不可欠であります住民の皆さんの安全安心の確保
が確実に必ず図られますこと、関係機関の皆さんととも
に、誠心誠意、全力を挙げて取り組んでまいります。

○本年２月２６日、防衛省から申し入れのありました、
在日米軍ＴＰＹ‐２レーダー（Ｘバンドレーダー）の
本市経ケ岬地域（航空自衛隊第３５警戒隊に隣接）への
受け入れについては、全市をあげて真剣な検討を重ね
た結果、住民生活における様々な安全や安心の確保の
うえで欠かせない条件（別紙）を取りまとめ、さる９月
１０日、京都府山田知事とともに小野寺防衛大臣を訪問
しました。

○防衛大臣に対しましては、知事とともにこれら条件の
確実な対応の確認を求め、席上、大臣から政府として
真摯で責任ある対応の確認を得たところです。京丹後
市としては、住民生活の様々な安全や安心の確保に欠
かせない条件を附して、それが確実に実行される前提
のうえで、京都府との一体的なご協力とご連携をいただ
きながら、政府からのご要請を受け止め、必要な協力を
行うことと総合的に判断をいたしました。
  まずはこの間、検証等の過程で多大なご負担、ご腐心
等をいただきました、直接の地元区であります袖志区、
尾和区はもとより下宇川・宇川の各区民、丹後町や京丹
後市民はじめ市内外の住民、関係者の皆様に、心から
謝意を申し上げます。

○経過としましては、申し入れを受けて以来、日本の防
衛、わが国と国民全体の安全と安心に対する我々の地
域としての貢献のあり方が真剣に問われている、という
ことはしっかりと受け止めながら、同時にその大前提と
して、自治体として、住民の皆さんの様々な安全と安心
の確実な確保、これが第一に不可欠であるという立場
から、この間、本地域の実情に即して、６カ月以上にわ
たり、防衛省等による１５回をこえる説明会、市議会で
の多くの御議論、車力基地・先行事例視察、文書によ
る質疑応答などをはじめ、全市をあげて、様々な検証と
確認を真剣に行ってきました。

○その結果、依然、住民はじめ域内外の関係者の皆さ
んの中に懸念や反対のお声、ご指摘もある中では、自治
体としては苦渋の判断でありますが、この間の本市・京
都府はじめ各般にわたる様々な検証等の結果を総合的
に踏まえ、同時に、住民の皆さんの安全や安心の確保
のために今後担保・履行していただくべき条件が確実
に実行される前提の上で、政府のご要請をしっかりと受
け止めるべきと判断しました。

○すなわち、申し上げるまでもなく、私たち日本の各地
域は、同じ日本の国の一員として全国の各地各地がそ
れぞれの地域の特色を活かして、あらゆる分野、局面に
おいて、目にふれにくい部分を含めて様々につながり合
い、互いに支え合い、協力をし合い、高め合い、いろい
ろな機能と負担を分かち合って、国と地域の発展を支え、
貢献をしています。

ＴＰＹ‐２レーダー配備要請への協力及びこれを巡る経過、考え方について
 平成２５年９月１９日
京丹後市長　中山　泰
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商工業

府
内
初
、
商
工
業
振
興
の
「
理
念
」、「
施
策
」
一
体
型
条
例

市
商
工
業
総
合
振
興
条
例
を
制
定

　
本
市
企
業
の
経
営
安
定
・
成
長
発
展
へ
の
支
援
、
企
業
立
地
の
推
進
な
ど
、

商
工
業
の
総
合
的
な
振
興
を
目
的
と
す
る
「
京
丹
後
市
商
工
業
総
合
条
例
」（
10

月
１
日
施
行
）
が
、
９
月
定
例
市
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
商
工
業
振
興
に

つ
い
て
の
「
理
念
」
と
「
施
策
」
が
一
体
と
な
っ
た
条
例
の
制
定
は
京
都
府
内
で

初
め
て
。
今
後
、
本
条
例
と
「
京
丹
後
市
新
経
済
戦
略
」
に
基
づ
き
、
商
工
業

振
興
や
企
業
立
地
に
関
す
る
具
体
的
な
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

社
会
イ
ン
フ
ラ
向
上
を
機
に

　　

国
内
外
の
経
済
状
況
が
不
安

定
な
中
に
あ
っ
て
、
平
成
20
年
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
は
じ
め
、

東
日
本
大
震
災
、
為
替
の
大
き
な

変
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

重
な
り
、
本
市
の
経
済
、
産
業
に

と
っ
て
も
長
い
間
、
大
変
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
市
内
で
は
、
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
産
業
構

造
の
変
化
、
情
報
通
信
基
盤
や
産

業
基
盤
整
備
の
進
捗
な
ど
が
見
ら

れ
、
経
済
、
産
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
変
化
し
て
い

ま
す
。

　
他
方
で
、
近
く

完
成
予
定
の
北

近
畿
高
速
道
路

網
や
拠
点
港
湾
の

整
備
な
ど
、
経
済
発
展
に
必
要
な

産
業
・
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
飛
躍
的

に
向
上
す
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
機
に
本
市
の
豊
か
な

地
域
資
源
を
最
大
限
活
用
し
た
施

策
を
推
進
し
、
21
世
紀
の
大
き
な

付
加
価
値
を
創
造
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
平
成
24

年
10
月
、
市
内
外
の
商
工
関
連
団

体
等
で
組
織
す
る
「
京
丹
後
市
新

経
済
戦
略
検
討
会
議
」
を
立
ち
上

げ
、
産
業
振
興
や
地
域
経
済
の
活

性
化
を
推
進
す
る
た
め
の
「
京
丹

後
市
新
経
済
戦
略
（
案
）」
と
「
京

丹
後
市
商
工
業
総
合
振
興
条
例

（
案
）」
の
検
討
、
取
り
ま
と
め
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

活
力
あ
る
地
域
経
済
の
発
展

を
目
指
し
て

【
条
例
の
目
的
】

　
本
市
の
商
工
業
振
興
お
よ
び
企

業
立
地
の
推
進
に
関
し
基
本
と
な

る
事
項
を
定
め
、
市
の
責
務
な
ら

び
に
商
工
業
者
お
よ
び
商
工
関
連

団
体
等
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
体
系
的
な
施
策

の
推
進
に
よ
る
本
市
商
工
業
の
総

合
的
な
振
興
を
図
り
、
も
っ
て
多

様
で
活
力
の
あ
る
地
域
経
済
の
発

展
と
豊
か
な
市
民
生
活
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
条
例
の
概
要
】

　
条
例
は
、
制
定
の
由
来
や
必
要

性
、目
指
す
理
想
を
宣
言
す
る「
前

文
」
に
始
ま
り
、
第
１
章
お
よ
び

第
２
章
で
、
商
工
業
の
総
合
振
興

に
か
か
る
基
本
的
な
「
理
念
」
と

「
方
針
」
を
、
第
３
章
か
ら
第
６

章
で
必
要
な
「
施
策
」
を
述
べ
て

い
ま
す
。

【
市
民
の
理
解
と
協
力
を
】

　
第
１
章
で
は
、
条
例
の
目
的
や

市
の
責
務
、
商
工
業
者
や
商
工
関

連
団
等
の
役
割
を
述
べ
、
そ
の
中

で
「
市
民
の
理
解
及
び
協
力
」
と

し
て
、
市
民
は
、
労
働
者
と
し
て

地
域
の
企
業
お
よ
び
経
済
の
発
展

に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
市
内
に

お
け
る
購
買
や
消
費
に
努
め
る
な

ど
、
消
費
者
と
し
て
も
協
力
す
る

こ
と
を
明
示
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
章
お
よ
び
第
４
章
で
は
、

商
工
業
を
総
合
的
に
振
興
し
て

い
く
た
め
の
柱
と
な
る
４
つ
の
施

策
、「
商
工
業
者
の
経
営
安
定
と

再
生
支
援
」、「
商
工
業
者
の
成
長

支
援
」、「
新
規
創
業
と
新
産
業
の

創
出
」、「
企
業
立
地
の
推
進
」
の

内
容
を
明
示
し
て
い
ま
す
。

　
第
５
章
で
は
、
本
市
の
豊
富
で

特
色
あ
る
地
域
資
源
を
活
用
す
る

こ
と
や
、
商
工
業
者
と
観
光
事
業

者
、
農
林
漁
業
者
等
と
の
連
携
を

促
進
す
る
考
え
方
を
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。

新
た
な
助
成
制
度
や
施
策
を

展
開

　
今
後
は
、
こ
の
条
例
や
新
経
済

戦
略
に
基
づ
き
、
市
内
企
業
や
企

業
誘
致
の
た
め
の
新
た
な
助
成
制

度
を
設
け
る
な
ど
、
具
体
的
な
施

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

10
月
か
ら
実
施
す
る
制
度

　

国
内
外
販
路
開
拓
促
進
事
業
補

　

助
金
【
新
規
】

　

知
的
財
産
権
取
得
支
援
事
業
補

　

助
金
【
新
規
】

　

産
学
連
携
研
究
等
促
進
事
業

　

費
補
助
金
【
拡
充
】

　

企
業
立
地
の
た
め
の
各
種
優

　

遇
、
助
成
制
度
【
拡
充
】

※
条
例
の
全
文
お
よ
び
解
説
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

商
工
振
興
課

☎
６
９
‐
０
４
４
０

・京都中小企業家同友会丹後支部　井上敦夫さん
　条例ができたことはとても意義があります。商工業者
の役割をよく考え、行政頼みではなく企業が自ら行動を
起こし、頑張っていかなければならないと思います。
・京丹後エムズカード会　吉見敏明さん
　地元企業が元気になり、また企業誘致により地域がう
るおい、町での消費が増えることを期待します。条例が
形だけでなく、身のあるものになることを望みます。

小西川

　

　

　京都北都信用金庫
●峰山中央支店

京都銀行
峰山支店●

至 久美浜町

至 

網
野
町

至 

大
宮
町

峰山総合福祉センター
駐車場

京丹後市役所
（峰山庁舎）

至 弥栄町・丹後町

駐車場

京丹後市寄り添い支援
総合サポートセンター

　　　　京丹後市寄り添い支援
　　　　　総合サポートセンター

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
支
援
体
制

　　
生
活
困
窮
者
は
、
経
済
的
困
窮

の
み
な
ら
ず
、
精
神
的
な
問
題
、

家
庭
の
問
題
、
健
康
問
題
な
ど
複

合
的
な
課
題
を
抱
え
る
昨
今
、
早

期
に
問
題
を
発
見
し
、
解
決
を
す

る
た
め
に
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
と
支
援
機
関
の
積
極
的
な
取

り
組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

京
丹
後
市
寄
り
添
い
支
援
総

福祉

生
活
困
窮
者
を
〝
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
〞
で
全
面
的
・
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト

新
た
に
寄
り
添
い
支
援
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
所

　
市
で
は
、
生
活
困
窮
者
な
ど
の
相
談
・
支
援
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
機
能
を
統
合
し
、
８
月
26
日
、「
京
丹
後
市
寄
り
添
い
支
援
総
合
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
を
開
所
し
ま
し
た
。
職
員
10
人
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
を
包

括
的
に
受
け
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

ー 

誰
一
人
置
き
去
り
に
し
な
い
　
オ
ー
ル
フ
ォ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て 

ー

合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
大
宮

庁
舎
内
の
「
市
民
相
談
室
」、「
多

重
債
務
相
談
・
支
援
室
」、「
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
」
と
峰
山
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
「「
く

ら
し
」
と
「
し
ご
と
」
の
寄
り
添

い
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
統
合
。
こ

れ
に
よ
り
、
生
活
上
の
困
り
ご
と

や
借
金
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
問
題
、
生
活
全
般
の
支
援
、
離

職
者
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
体
制
が
確

保
で
き
、
よ
り
効
果
的
な
支
援
体

制
が
整
い
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
役
所
や
関

係
機
関
と
の
連
携
は
も
と
よ
り
、

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、

よ
り
丁
寧
か
つ
迅
速
な
対
応
を
推

進
。『
誰
一
人
置
き
去
り
に
し
な

い
、
オ
ー
ル
フ
ォ
ー
ワ
ン
の
ま
ち

づ
く
り
』
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、し
っ

か
り
と
寄
り
添
い
な
が
ら
、
問
題

解
決
に
向
け
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　
同
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
た
８
月

26
日
、
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
、
福
祉
関
係
者
や
民
生
委
員
ら

１
１
０
人
が
参
加
。『
生
活
困
窮

者
の
支
援
と
は
』
を
テ
ー
マ
に
湯

浅
誠
さ
ん
（
社
会
活
動
家
・
元
内

閣
府
参
与
）
に
よ
る
記
念
講
演
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

　

開
会
に
当
た
り
中
山
市
長
は
、

「
地
方
の
経
済
社
会
は
大
変
厳
し

い
が
、
ど
ん
な
困
難
な
環
境
の
中

で
も
、
そ
の
人
な
り
に
踏
ん
張
り

き
れ
る
社
会
の
土
俵
を
つ
く
っ
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
住
民
の
皆

さ
ん
が
抱
え
る
問
題
も
複
雑
化

し
て
お
り
、
そ
の
複
雑
な
問
題
に

対
し
て
、
一
体
的
に
寄
り
添
っ
て

い
け
る
よ
う
な
体
制
、
い
ろ
ん
な

相
談
機
関
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
利

用
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
。

誰
一
人
置
き
去
り
に
さ
れ
な
い
、

オ
ー
ル
フ
ォ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
核

と
な
る
こ
と
を
祈
念
と
期
待
、
確

信
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

講
演
で
湯
浅
さ
ん
は
、「
一
人

で
も
困
っ
た
方
が
い
る
と
、
そ
の

家
族
や
職
場
な
ど
に
少
な
か
ら
ず

影
響
が
あ
る
。
一
人
一
人
が
元
気

センター相談室

に
な
っ
て
い
く
環
境
づ
く
り
が
大

切
」
と
指
摘
。
ま
た
、
関
係
者
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
司
会
を
務
め
、「
問
題
の
発

見
と
解
決
が
車
の
両
輪
。
支
援
は

市
役
所
が
行
う
が
、
発
見
の
力
は

住
民
の
皆
さ
ん
。
困
っ
て
い
る
方

が
近
く
に
い
れ
ば
、
セ
ン
タ
ー
に

つ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

センター位置図

●市民相談室　●消費生活センター
●多重債務相談・支援室
●「くらし」と「しごと」の寄り添い支援センター

困ったらまずは電話を
　相談用フリーダイヤル（無料）
　　　０１２０－１２５－２９４

記念シンポジウムの様子

市内事業者の声
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今
回
の
再
配
置
は
、
市
が
児
童
生
徒
数
の
減
少
や
複

式
学
級
の
解
消
に
対
応
し
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整

え
る
こ
と
を
目
的
に
策
定
し
た
「
学
校
再
配
置
基
本
計

画
」
に
基
づ
く
も

の
。
市
教
育
委
員

会
が
、
▽
拠
点
校

を
網
野
中
と
す
る

▽
再
配
置
の
時
期

を
平
成
27
年
４
月

と
す
る
―
こ
と
な

ど
を
実
施
方
針
に

定
め
、
平
成
24
年

９
月
か
ら
地
域
の

区
役
員
や
小
中
学

校
の
保
護
者
と
話

し
合
い
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
５
月
に
は
、
両
校
区
内
の
住
民
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

学
校
関
係
者
な
ど
で
つ
く
る
「
網
野
中
・
橘
中
学
校
づ

く
り
準
備
協
議
会
」（
事
務
局
、市
教
委
）
が
設
置
さ
れ
、

こ
の
間
、
校
名
を
中
心
に
協
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
再
配
置
に
向
け
て
今
年
度
は
、
両
校
の
一
年
生
が
総

合
的
な
学
習
の
時
間
（
伝
統
文
化
体
験
）
で
の
交
流
や

両
校
の
部
活
動
（
駅
伝
、野
球
、バ
レ
ー
、バ
ス
ケ
ッ
ト
、

卓
球
、
文
化
部
）
を
通
し
て
心
の
触
れ
合
い
を
図
る
取

り
組
み
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市立学校条例の
一部改正案可決

両
校
の
一
年
生
に
よ
る
伝
統
文
化
体
験

事
前
学
習
の
様
子
（
７
月
16
日
、橘
中
で
）

　
「
京
丹
後
市
立
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

案
が
、
９
月
定
例
市
議
会
初
日
の
８
月
30
日
に
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
網
野
町
の
網
野
中
学
校
と
橘
中
学
校
の
２

中
学
校
を
新
生
「
網
野
中
学
校
」
と
し
て
、
平
成
27
年

４
月
１
日
に
再
配
置
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

教育
網野中と橘中が平成27年４月に再配置

新校名は「網野中学校」

福祉

市
障
害
者
事
業
所
製
品
販
売
連
絡
協
議
会

ク
リ
エ
イ
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
く
り
く
り
」
オ
ー
プ
ン

　
市
内
の
障
害
者
事
業
所
で
就
労
お
よ
び
訓
練
の
一
環
と
し
て
製
作
さ
れ
た
食
品

類
や
小
物
な
ど
を
販
売
す
る
常
設
店「
く
り
く
り
」が
９
月
５
日
、峰
山
町
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー「
マ
イ
ン
」２
階
に
オ
ー
プ
ン
。
同
日
行
わ
れ
た
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

に
は
、
来
賓
を
は
じ
め
、
市
や
府
な
ど
の
行
政
機
関
、
関
係
者
約
50
人
が
出
席
し
、

開
店
を
祝
い
ま
し
た
。

　
「
く
り
く
り
」
は
、
市
内
な
ど

４
法
人
９
事
業
所
で
構
成
す
る
京

丹
後
市
障
害
者
事
業
所
製
品
販
売

連
絡
協
議
会
（
今
年
６
月
設
立
）

が
運
営
す
る
常
設
店
舗
で
年
中
無

休
。
広
さ
17
坪
の
ス
ペ
ー
ス
で
、

障
害
の
あ
る
方
が
就
労
や
訓
練
の

一
環
と
し
て
作
っ
た
手
づ
く
り
の

ク
ッ
キ
ー
や
パ
ン
、
小
物
、
陶
器

類
な
ど
40
種
類
約
４
０
０
点
を
展

示
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
５
日
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
、
同
会
の
青
木
一
博

会
長
は
、「
障
害
の
あ
る
仲
間
た

ち
が
作
っ
た
製
品
を
Ｐ
Ｒ
、
販
売

す
る
拠
点
施
設
を
持
ち
た
い
と
い

う
、
長
年
の
夢
が
よ
う
や
く
実
現

し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
障
害
の
あ

る
方
と
な
い
方
と
の
共
生
社
会
が

今
後
、
こ
の
店
を
拠
点
と
し
て
さ

ら
に
豊
か
に
発
展
さ
せ
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
来
賓
と
し
て
出
席
し

た
中
山
市
長
は
、「
仲
間
の
皆
さ

ん
の
製
品
は
、
キ
ラ
ッ
と
し
た
輝

　

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
「
地
域
に
ぎ
わ
い
創

り
推
進
員
」の
酒
井
良
則
さ
ん（
久

美
浜
町
湊
宮
）
の
退
任
に
伴
い
、

新
た
に
同
町
佐
野
の
瀬
尾
求
さ
ん

を
選
任
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

瀬尾　求
もとむ

さん
（久美浜市民局配置）

地
域
に
ぎ
わ
い
創
り
推
進
員
が
交
代

新
た
に
瀬
尾
求
さ
ん
を
選
任

まちづくり

約400点の手づくり製品が並ぶ店内
の様子（マイン2階で）

き
を
感
じ
る
製
品
が
本
当
に
多

い
。
今
回
の
開
設
に
よ
り
、
障
害

の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
互

い
互
い
の
個
性
と
秘
め
ら
れ
た
才

能
が
ま
す
ま
す
引
き
出
さ
れ
、
喜

び
や
感
謝
を
交
換
し
合
い
、
尊
び

合
い
、
支
え
合
う
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
の
真
の
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
貴
重
な
一
歩
が
確
実
に
踏
み

出
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

財政

将
来
の
た
め
に
「
合
併
特
例
措
置
逓
減
対
策
準
備
基
金
」
に
２
億
５
０
０
０
万
円
（
第
３
号
）

補
正
予
算
６
億
７
７
１
５
万
円
の
追
加

　
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
、
第
３
号
）
が
９
月
定
例
市
議
会
で
成
立
し

ま
し
た
。
第
２
号
の
補
正
額
は
、
８
月
初
旬
の
豪
雨
に
伴
う
災
害
復
旧
費
な
ど
早
期
に
事
業

着
手
を
図
る
必
要
の
あ
る
も
の
で
、
１
億
２
２
７
６
万
円
。
第
３
号
の
補
正
額
は
、
商
工
業

や
観
光
の
振
興
、
農
業
基
盤
整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
５
億
５
４
３
９
万
円
。
補
正
後

の
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
３
２
６
億
８
０
６
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

災
害
復
旧
事
業
費
（
第
２
号
）

　
　
　
▼
９
５
６
６
万
円

　
７
月
末
か
ら
８
月
初
旬
に
か
け

て
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
市
道

や
農
地
、
農
業
用
施
設
な
ど
を
早

期
に
復
旧
し
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
経
費

（
第
３
号
）

▼
３
１
５
万
円

　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
た

自
治
体
通
販
直
営
サ
イ
ト
に
加
入

し
、
全
国
に
対
し
て
京
丹
後
産
品

の
情
報
発
信
と
市
内
事
業
者
の
新

規
販
路
開
拓
を
支
援
し
ま
す
。（
平

成
26
年
１
月
運
用
開
始
予
定
）

か
ぶ
と
山
公
園
整
備
経
費
（
第
３

号
）　　

▼
６
７
７
万
円

　
環
境
省
の
展
望
台
整
備
に
あ
わ

せ
、
進
入
道
路
の
拡
幅
や
駐
車
場

整
備
等
を
計
画
し
て
お
り
、
そ
の

た
め
の
地
形
測
量
を
行
い
ま
す
。

農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
（
第
３

号
）

▼
５
０
１
０
万
円

　
大
宮
町
三
重
地
区
の
農
業
取
水

用
の
堰せ

き

が
老
朽
化
に
よ
り
漏
水
等

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
繁
期
の

　

市
で
は
、
平
成
27
年
４
月
に
供
用

開
始
予
定
の
新
火
葬
場
に
つ
い
て
、

現
在
、用
地
造
成（
擁
壁
）工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。
10
月
末
頃
か
ら
は
本
体

建
築
工
事
・
電
気
設
備
工
事
・
機
械

設
備
工
事
に
も
着
工
す
る
予
定
で
あ

り
、
平
成
26
年
度
中
の
完
成
に
向
け

て
火
葬
場
建
設
事
業
は
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。

　

省
エ
ネ
と
環
境
に
配
慮
し
た
設
計

の
施
設
は
、
一
部
二
階
建
て
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、
人
体
炉
を
４

つ
、
胞え

衣な

炉
を
１
つ
備
え
て
い
ま
す
。

施設整備

平
成
27
年
４
月
供
用
開
始
に
向
け
て

新
火
葬
場
の
用
地
造
成
工
事
着
工

▲工事中の新火葬場建設予定地（峰山町赤坂）
▼新火葬場完成予想図

財
政
課

☎
６
９
‐
０
１
６
０

安
定
取
水
の
た
め
に
改
修
し
ま
す
。

Ｋ
Ｔ
Ｒ
再
生
支
援
事
業
補
助
金

（
第
３
号
）　　

▼
４
２
８
万
円

　
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
が
新
た
に

導
入
す
る
新
デ
ザ
イ
ン
車
両
「
く

ろ
ま
つ
」の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

サ
ル
対
策
経
費
（
第
３
号
）　　

▼
６
１
０
万
円

　
丹
後
町
の
サ
ル
被
害
抑
制
の
た

め
、
地
域
へ
の
追
払
資
材
の
提
供

や
「
サ
ル
追
払
班
」
を
編
成
す
る

な
ど
、
対
策
強
化
に
努
め
ま
す
。

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更
新
（
第
３

号
）

▼
１
４
１
９
万
円

　

平
成
26
年
３
月
か
ら
新
し
い

図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

展
望
台
の
整
備
な
ど
が
予
定
さ
れ
て

い
る
か
ぶ
と
山
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　突然知らない業者から「注文を受けた健康食品の
発送準備できたので代引きで商品を送る」と電話が
あった。注文した覚えはないので断ると、「注文を受
けたときの録音もある。裁判に出してもいいんだな」
などと、強引な口調で言われ、こちらの話は全く聞い
てもらえない。話を聞いているうちに「商品はセット
販売で3回分注文されているが、1回分の2万円を

支払えば、その後の契約は取り消す」と言
われたので、裁判などこれ以上面倒なこと
に巻き込まれたくない一心で、承諾してし
まった。翌日商品が届いて中身を見たが、
やはり注文した覚えは全くない。

架空請求詐欺

書類に「法的手段を取る」などと不安をあおるような脅し文句が書いてあっても、
身に覚えのない請求は支払わないでください。また、決して相手に連絡してはいけません。
不安なときは、支払わずに京丹後警察署、消費生活センターなどに
ご相談ください。

身に覚えのない電話があった場合は、きちんと断りましょう。

架空請求詐欺

代引きで
商品を送る

いりません。
知りません。

　資源開発会社から「金
きん
」へ投資を勧誘するパンフ

レットが届き、後日、営業部長を名乗る人物から「金
利の良い１年満期の定期と思って下さい」などと電話
があった。その人物からは「地元に住んでいる方へ優
先的に資料を送っています」と言われたので信用した。
　後日、あらかじめ送り先の住所が書かれたレター

パックが自宅に届き、数回に分けて現金を入れてポス
トに投函した。しかし、利息の振り込みがなく、相手
方と連絡が取れなった。結局、現金を騙し取られた。

To

From

etter

ack

500

レターパック詐欺

郵便法第 17 条で、現金を差し出すときは「書留」とされています。
「レターパック」で現金を送付するよう指定された場合は、振り込め
詐欺の可能性が極めて高いので郵送しないでください。

「レターパック」を利用して現金を送付するよう求める電話があれば、
必ず発送する前に京丹後警察署にご相談ください。

レターパックで現金は送ることができません。

レターパック詐欺

　親族（孫など）を名乗る人物から、「現金
（小切手など）が入った鞄を電車内に忘れた。
今日中にお金が必要なので立て替えてほし
い。」と電話があった。その後、忘れ物セン
ターや交通局を名乗る人物から「忘れ物を
届けるので、住所などを教えてほしい」と

電話があった。数分後に、再び孫を名乗る
人物から、「今から会議がある。部下にお金
を取りに行かせるので渡してほしい。」との
連絡があり、受取りに来た部下に現金を渡
して騙し取られた。

身内の方とは、あらかじめ「合言葉」を決めておいたり、日頃から家族と
「お金を借りる時は電話ではしない」などと話しておくようにしましょう。
自分ひとりで判断せず、必ず家族の方に相談するようにしましょう。

オレオレさんには、「合言葉」で本人確認をしましょう。

受け取り型オレオレ詐欺受け取り型オレオレ詐欺

部下に
渡して

お金が
必要

　公的機関（市役所、年金事務所など）を名乗る人
物から、「払いすぎた医療費の還付があり、1時間以
内に手続きが必要。指示する連絡先に電話するよう
に」と電話があった。さらに、「金融機関では還付に
対応できないので、市役所かコンビニ、あるいは病

院のATMに行くように」と言われたので、病院の
ATMに行き、指示された電話番号に連絡し、指示通
りに操作をして還付の手続きをしたが、通帳を確認す
ると、知らない人物に100万円送金してしまっていた。

還付金詐欺還付金詐欺

市役所や年金事務所の職員がそのような目的で電話または訪問
し、現金を徴収することはありません。
市役所や年金事務所の職員は職員証（身分証明書）を携帯してい
ますのでご確認ください。

公的機関ではＡＴＭで還付手続きなどを行うことはありません。
口座番

号
は…

　
平
成
24
年
中
の
市
内
に
お
け
る
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、

3
2
0
件
と
な
っ
て
お
り
、
京
丹
後
市
発
足
時
の
平
成
16
年

の
7
0
9
件
に
比
べ
、
件
数
は
半
数
以
下
に
な
っ
て
い
る
も

の
の
、
犯
罪
件
数
が
無
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
多
く
は
、窃
盗
犯
罪
で
あ
り
、「
万
引
き
」「
自
転
車
盗
」

「
車
上
ね
ら
い
」「
空
き
巣
」
な
ど
で
す
。
さ
ら
に
そ
の
中
で
も

一
番
多
い
犯
罪
が
「
自
転
車
盗
」
で
あ
り
、
そ
の
原
因
は
「
無

施
錠
」
の
自
転
車
の
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
市
で
は
平
成
22
年

4
月
よ
り
、
毎
月
15
日
を
「
京
丹
後
市
・
防
犯
の
日
」
と
定

め
、
防
犯
に
関
す
る
各
種
取
り
組
み
と
し
て
、
各
庁
舎
前
に
懸

垂
幕
・
の
ぼ
り
旗
の
掲
揚
、
青
色
回
転
灯
積
載
車
に
よ
る
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
、
街
頭
啓
発
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
環
と
し
て
、
去
る
8
月
23
日
（
金
）
に
網
野
町
内
で

京
丹
後
市
防
犯
委
員
会
と
京
丹
後
警
察
署
が
連
携
し
、
市
民

の
方
へ
啓
発
チ
ラ
シ
と
啓
発
グ
ッ
ズ
（
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ッ
ク
、
自

転
車
か
ご
カ
バ
ー
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
）
を
配
布
し

防
犯
に
関
す
る
啓
発
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、安
心・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
た
め
、日
頃
か
ら「
カ

ギ
か
け
」
な
ど
の
身
近
な

防
犯
対
策
を
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
1

件
で
も
犯
罪
が
起
き
に
く

い
環
境
を
築
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

毎
月
15
日
は

　「
京
丹
後
市
・
防
犯
の
日
」

　最近、新たな振り込め詐欺などが多発しており、市内の高齢者宅にも不審な電話がか
かっていますので、振り込め詐欺などの被害に遭わないようご注意ください。

振り込め詐欺多発！
あなたの家族が あぶない！！

お父さん、お母さん
おじいちゃん、おばあちゃんへ今すぐ教えて

3 3 3 3 3 3

あげてください。

ガイド
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　「夏休み再生可能エネルギー教室」が8
月26日、京丹後市役所で開かれました。
22人の子どもたちが参加して、さまざま
な実験を楽しみながら、エネルギー生成
の仕組みなどを学びました。
　同教室は、子どもたちに環境やエネル
ギー問題に興味を持ってもらおうと、「み
んなで小西川に人集う小径をつくろう協議
会」が企画したもの。〝京丹後のでんじろ
う″こと平井邦生さん（大宮町）が講師を
務めました。
　子どもたちは、自然の力を使った発電方
法などについて学んだ後、市役所屋上の
太陽光パネルを見学。パネルの色の違い
による温度の変化や発電量などを確認し
ました。このほか、自転車を漕いでモーター
を回して発電する実験や、氷に塩を入れ
て温度を下げ、ジュースをシャーベットに
する実験なども行いました。
　金森耀

ひか

李
り

さん（11）は「いろんな実験
があって楽しかった。帰ってもう一度家族
と一緒にやってみたいです」と話していま
した。

　久美浜町野中地区の機業センターで 9月15日、「いこい
サロン☆スター」が開かれ、大勢の利用者でにぎわいました。
　同サロンは、来年佐濃小学校が閉校するのに伴い、新
たな地域の〝よりどころ″を作ろうと、佐濃地区活性化協議
会がセンターを整備し発足させたもの。女性７人が運営し、
毎週水・金曜日にランチサービスを行っています。
　この日は、平日働いている人にも足を運んでもらおうと、
６月から始めたモーニングの日。生地から仕込む自慢の手
作りパンなどが提供され、訪れたお年寄りや家族連れなど
は談笑しながらゆっくりと朝のひとときを過ごしていました。

▲展示物を熱心に見る来館者

▲太陽光パネルの温度を確認する子どもたち

▶
自
慢
の
パ
ン
な
ど
が
並
び
、
地
域
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
う

サ
ロ
ン

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室
」
を
開
催

青
龍
三
年
鏡
「
ロ
マ
ン
感
じ
た
」

自慢の手作りモーニングセットが好評
新たな〝よりどころ″いこいサロン☆スター

峰 山 町

　網野町島津地区にある春日神社の秋祭り
で行われる神事、太刀振りの練習が 9月９
日、同地区の公会堂で始まりました。
　太刀振りは、明治 40 年、当時の青年ら
が宮津市府

ふ

中
ちゅう

にある籠
この

神社の祭りで行わ
れていたものを習い、秋祭りで披露したの
が始まり。これが若者の間で受け継がれ、
現在の〝島津流〟となりました。
　しかし、年々変わる青年の代表が指導に
当たっていたため、型が少しずつ変化。昨
年７月に同地区が実施した祭りに関するアン
ケートでは、「太刀振りを元の形に戻しては」
「保存会を立ち上げるべき」といった声が多
数寄せられました。これを受けて、昨年12月、
「島津・太刀振り・復元」をスローガンに「島
津祭り保存会」が発足しました。
　この日の練習では、約 50 年前の太刀振
りを再現するため、保存会の指導者らが手
本を披露。集まった男子高校生や青年約
30人は、アドバイスを仰ぎながら繰り返し
練習していました。
　祭りは10月12、13日の両日、春日神
社周辺で行われ、高校生と中学３年の男子
約30人が太刀を振り、笛や太鼓を担当す
る青年と共に列を作って道路を行進し、神
殿に太刀を奉納します。

▲笛や太鼓にリズムを合わせて太刀振りを練習する高校生たち

春
日
神
社
秋
祭
り
の
太
刀
振
り
練
習
開
始

島
津
祭
り
保
存
会
発
足
、
50
年
前
の
〝
島
津
流
”
再
現
へ
９月9日
網 野 町

8月26日

9月15日
久美浜町

子
ど
も
た
ち
が
発
電
の
仕
組
み
を
学
ぶ

丹 後 町

9月14日

丹
後
古
代
の
里
資
料
館
で
「
丹
後
王
国
の
世
界
」

　丹後古代の里資料館（丹後町）で9月
14日から「『丹後王国』の世界」展が開か
れています（11月4日まで）。同資料館が、
丹後建国1300年を記念して主催したもの
で、目玉は青

せい

龍
りゅう

三
さん

年
ねん

銘
めい

方
ほう

格
かく

規
き

矩
く

四
し

神
しん

鏡
きょう

。
実物の展示は、京丹後市になって初とあっ
て、14日には多くの来館者がつめかけ、
熱心に観覧しました。また、与謝野町から
出土した銅

どう

鐸
たく

や三
さん

角
かく

縁
ぶち

神
しん

獣
じゅう

鏡
きょう

など貴重な
文化財の展示解説も行われ、来場者たち
は古代丹後文化に思いをはせていました。
　訪れた地元の女性は「青龍三年鏡を初
めて目の当たりにしました。自分たちの地
域がすごい地域なんだと再確認し、王国
があったというロマンを感じました」と話
していました。

　今年開設の高齢者大学大宮学園によるグラウンドゴル
フ講座が9月12日、大宮自然運動公園芝生広場で開講
され、受講生45人がルールやマナーなどを実践形式で
学びました。
　同講座は、グラウンドゴルフを楽しむことはもとより、
お互いが気持ち良くラウンドできるプレースタイルを身
に付けることが狙い。4回目となるこの日、芝生コース
をラウンドし、前回までの講座で学んだ、マークの仕方
や「2打目打ちます」「お先に」など声の出し方を実践。
　またお互いが、「上手い、惜しい、強い」などと声を
掛け合い、楽しみながらスキルアップを図りました。

▶
実
践
ラ
ウ
ン
ド
の
様
子
（
大
宮
自
然
運
動

公
園
芝
生
広
場
で
）

正しいルールとマナーを体得
高齢者大学でグラウンドゴルフ講座 9月 12日

大 宮 町

　京丹後市文化協会
弥栄支部が主催し、
今年で32 回目となる
「やさか芸能の夕べ」
が 9月7日、弥栄地
域公民館で開かれ、
町内の文化・芸能団体

が歌や踊りを披露しました。
　この日は、大正琴、吟扇舞、よさこい踊り、
フォークダンス、太極拳など16演目を10
団体が発表。約２５０人の来場者は、上演
される多種多様な芸能をじっくりと堪能し
ていました。
　また、特別出演した峰山少年少女合唱
団が「京丹後市歌」や「ビリーブ」を熱唱。
場内からは温かい拍手が送られていました。
　新谷恵理子さんは「家族が出演している
ので楽しみにして見にきました。家族の、
普段の姿とはまた違った一面を見ることが
できて新鮮でした」と話していました。

弥
栄
町
内
の
文
化
・
芸
能
団
体
が
成
果
発
表
9月7日
弥 栄 町

▲心を込めて「花は咲く」を合唱するコーラス弥栄野の皆さん

２
５
０
人
が
秋
の
芸
能
味
わ
う

◀華麗にダンスを踊る丹後
フォークダンスのメンバー
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危
険
な
事
故
事
例

　８月２２日、第４２回全国消防救助技術大会が広島
市内で行われ、市消防本部の平井孝直消防士長、山
本篤生消防士長、原光海消防士が「ほふく救出の部」
に出場しました。
　今後もより高度な救助技術を習得するため、訓練を
積み重ねていきます。

セルフスタンド利用上の注意

り
ま
す
。

　

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
の
主
な
事
故
と
し
て
、

「
静
電
気
に
よ
る
火
災
」
や
「
燃
料
タ
ン
ク
か

ら
の
ガ
ソ
リ
ン
の
吹
き
こ
ぼ
れ
に
よ
る
火
災
」

が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、「
誤
給
油
」
や
「
給
油
キ
ャ
ッ

プ
の
閉
め
忘
れ
」
と
い
っ
た
、
う
っ
か
り
ミ
ス

か
ら
起
き
る
走
行
ト
ラ
ブ
ル
や
燃
料
の
漏
え

い
事
故
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

静
電
気
除
去
シ
ー
ト
に
正
し
く

　
　
　
　
　
　
触
れ
な
か
っ
た
た
め
に･･･

■
概
要

　
冬
期
、
バ
イ
ク
に
給
油
す
る
た
め
に
給
油

口
を
開
け
、
手
袋
を
は
め
た
ま
ま
静
電
気
除

去
シ
ー
ト
に
触
れ
た
後
、
給
油
ノ
ズ
ル
を
差

し
込
ん
で
給
油
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
突
然

給
油
口
付
近
か
ら
炎
が
上
が
っ
た
。

■
対
策

　
手
袋
を
は
め
た
ま
ま
静
電
気
除
去
シ
ー
ト

に
触
れ
た
た
め
、
静
電
気
の
不
十
分
な
除
去

が
火
災
の
原
因
。
冬
期
で
あ
っ
て
も
手
袋
を

外
し
て
静
電
気
除
去
シ
ー
ト
に
触
れ
、
体
内

の
静
電
気
を
確
実
に
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。

増
え
る
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド

　

従
来
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
は
、
ガ
ソ

リ
ン
や
軽
油
等
の
燃
料
を
取
り
扱
う
こ
と
か

ら
火
災
の
危
険
性
が
高
く
、
危
険
物
取
扱
者

の
資
格
を
持
つ
従
業
員
が
給
油
作
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
10
年
４
月
に
消
防
法
が
改

正
さ
れ
、
よ
り
一
層
の
安
全
対
策
を
講
じ
る
こ

と
で
「
ド
ラ
イ
バ
ー
自
ら
が
給
油
作
業
を
行

え
る
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
」が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
見
る
と
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
セ
ル
フ
ス
タ
ン

ド
は
、
利
便
性
な
ど
か
ら
増
え
る
傾
向
に
あ

知っていますか？
セルフスタンドに潜む危険

事
故
は
う
っ
か
り
ミ
ス
か
ら

〝
軽
〟
自
動
車
だ
と
思
っ
て･･･

■
概
要

　

軽
自
動
車
で
燃
料
補
給
に
訪
れ
、
軽
自
動
車

な
の
で
〝
軽
”
が
つ
く
「
軽
油
」
を
給
油
し
た
。

そ
の
後
、
走
っ
て
い
る
途
中
に
突
然
エ
ン
ジ
ン
が

止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

■
対
策

　
ガ
ソ
リ
ン
を
給
油
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
軽

油
を
給
油
し
た
こ
と
が
原
因
。給
油
す
る
際
に
は
、

自
車
に
適
し
た
燃
料
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
給
油
ノ
ズ
ル
の
油
種
が
適
用
油
種
か
再

確
認
し
て
給
油
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
は
年
々
増
え
、
今
で
は
と
て

も
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
利
用
者
の
不
注
意
や
間
違
っ
た
取
り

扱
い
に
よ
り
、
少
な
か
ら
ず
事
故
が
起
き
て
い
ま

す
。

　
燃
料
は
危
険
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
も

ち
、
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
を
利
用
す
る
と
き
は
、
注

意
事
項
や
正
し
い
操
作
方
法
を
確
認
し
て
か
ら
給

油
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
操
作
方
法
を
確
認

レ
ギ
ュ
ラ
ー

軽
　
油

ハ
イ
オ
ク

15 2013.10 142013.10

第 42 回
　全国消防救助技術大会に出場

2013 年 10月

　セルフスタンドは、ドライバー自らが給油作業を行うため、取り扱いを誤ると大き
な事故につながります。次の事項に十分注意して安全に行いましょう。

◀
全
国
消
防
救
助
大
会
に
出
場
し
た
山
本
消

防
士
長
（
左
）、
原
消
防
士
（
中
央
）、
平
井

消
防
士
長

付けていますか
住宅用火災警報器
月に一度は動作点検

たんごの風 58号

１．エンジンオフ
　指定の場所に停車し、必ずエンジンを停止。
２．油種の確認
　自動車に適した油種であることを確認
３．静電気除去シートにタッチ
　静電気とは、体と衣類の摩擦など
によって発生した電気が溜まったもの
です。その電圧は、ときに１万ボルト
に達するともいわれ、放電の際、ガソリンの可
燃性蒸気が存在すると引火する危険性があり
ます。
４．正しい操作で給油を
　給油ノズルをしっかりと差し込んで使用
５．注ぎ足し給油をしない
　注ぎ足し給油は、ガソリン等の燃料が給油

口の外に吹きこぼれることがあり危険です。
６．給油口キャップの閉め忘れに注意
　給油口から燃料や蒸気が漏れるおそれがあ
り、危険です。
※消防法令に適合した容器であっ
ても、利用客が自らガソ
リンを容器に詰め替え
ることは禁止されてい
ます。
※ガソリンは気温が－40
度でも気化し、小さな火源でも爆発的に燃焼す
る物質です。ガソリンの蒸気は、空気より重いた
め、穴やくぼみなどに溜まりやすく、離れたとこ
ろにある思わぬ火源によって引火する危険性があ
ります。 
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▼
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
の
表
紙
の

写
真
は
毎
回
素
敵
な
の
で
す
が
、

今
月
号
の
流
星
群
の
写
真
は
特

に
「
す
ご
い
！
」
と
思
い
ま
し

た
。
と
て
も
き
れ
い
で
、
た
ま
に

は
ゆ
っ
く
り
夜
空
を
見
て
み
よ
う

か
な
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
来
月
号
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
！！【

久
美
浜
町
・
20
代
・
女
性
】

▼
丹
後
建
国
1
3
0
0
年
記
念
切

手
シ
ー
ト
を
求
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。【大

宮
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
丹
後
建
国
1
3
0
0
年
、
す
ご

い
で
す
ね
。
私
な
ん
か
そ
の
う
ち

40
年
余
り
し
か
生
き
て
な
い
の
に

…
で
も
丹
後
っ
て
海
も
あ
り
、
お

い
し
い
物
も
あ
り
、
す
ご
く
い
い

と
こ
だ
と
思
い
ま
す
。
少
し
交
通

の
便
が
悪
い
で
す
が
…
。

【
大
宮
町
・
40
代
・
女
性
】

▼
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
気

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
詳
し
く
取
り
上
げ
て
あ
り
、

理
解
が
深
ま
っ
た
。

【
久
美
浜
町
・
50
代
・
女
性
】

▼
網
野
に
住
ん
で
約
45
年
。
網
野
神

社
の
火
祭
り
「
マ
ン
ド
リ
」
が
復

活
し
た
と
の
こ
と
。
昔
か
ら
の
行

事
、
し
き
た
り
な
ど
、
続
け
て
い
っ

て
欲
し
い
で
す
ね
。

【
網
野
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
巨
大
古
墳
は
と
て
も
多
く
の
人
手

と
時
間
と
、
お
金
を
使
っ
て
造
ら

れ
た
遺
跡
と
い
う
こ
と
が
良
く
分

か
っ
た
。
具
体
的
な
数
字
を
知
っ

て
、
本
当
に
巨
大
な
権
限
を
持
つ

王
が
、
こ
の
丹
後
に
居
た
ん
だ
と

改
め
て
思
い
ま
し
た
。

【
丹
後
町
・
10
代
・
女
性
】

▼
京
丹
後
市
内
の
グ
ル
メ
特
集
、
各

町
ご
と
の
お
す
す
め
の
店
の
紹
介

な
ど
を
し
て
欲
し
い
で
す
。

【
峰
山
町
・
30
代
・
女
性
】

在
住
外
国
籍
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
投
稿
い
た
だ
い
た

京
丹
後
市
へ
の
想
い
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま
す
。

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

（
弥
栄
町
堤
）

【元公立小学校長】

　昭和６年から39 年間の長き
にわたり、公立小学校の教員と
して活躍。弥栄町教育委員会教
育長、弥栄町助役を歴任するな
ど、多方面の功績が評価されま
した。

叙　位
従五位（教育功労）

▲豪商稲葉本家（久美浜町）でぼたもちを味わう
ユリーさん

  　

私
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ネ
ソ
タ
州
東
部
に

位
置
す
る
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
の
出
身
で
す
。
ミ

ネ
ア
ポ
リ
ス
に
は
、
私
の
通
っ
て
い
た
ミ
ネ

ソ
タ
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
、
約
５
万

人
の
生
徒
が
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
を
学
ん
で
い

ま
す
。

　

大
学
で
は
哲
学
を
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、

日
本
の
言
葉
や
文
化
、
生
活
に
関
心
を
持
つ

よ
う
に
な
り
、
昨
年
10
月
、
外
国
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と
し
て
京
丹
後
に
来
ま
し
た
。

現
在
は
、
丹
後
町
の
小
・
中
学
校
で
英
語
を

教
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
最
初
は
緊
張
し

て
い
ま
し
た
が
、

す
ぐ
に
慣
れ
て
元

気
よ
く
声
を
掛
け

て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
新

し
い
も
の
に
は
何

で
も
興
味
を
持
つ

子
ど
も
た
ち
を
見

て
、
10
代
の
子
ど

も
は
ア
メ
リ
カ
も

日
本
も
同
じ
だ
な

と
感
じ
ま
し
た
。

　

休
日
に
は
、
日
本
語
の
勉
強
を
し
た
り
、

友
人
と
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
し
て
過
ご

し
て
い
ま
す
。
今
年
の
春
に
参
加
し
た
「
京

丹
後
ち
り
め
ん
祭
」
で
は
、
レ
ン
タ
ル
の
着

物
を
着
て
楽
し
み
ま
し
た
。
思
っ
た
よ
り
動

き
や
す
く
て
着
心
地
が
良
か
っ
た
で
す
。
購

入
も
考
え
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
の
値
段
に
手

が
出
せ
ず
…
。
で
も
夏
に
は
、
生
地
か
ら
仕

立
て
て
作
っ
た
浴
衣
を
着
て
、
宮
津
の
夏
祭

り
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
京
丹
後
の
一
番
好
き
な
食
べ
物
は
刺
身
で

す
。
丹
後
町
は
、
新
鮮
な
魚
が
安
く
手
に
入

る
の
で
よ
く
食
べ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、

ば
ら
寿
司
や
稲
葉
本
家
で
食
べ
た
ぼ
た
も
ち

も
大
好
き
で
す
。

　
京
丹
後
に
は
、
美
し
い
自
然
や
古
い
文
化

が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。
外
国
人
に

と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
魅
力
が
体
験
で
き
る

こ
と
は
た
い
へ
ん
貴
重
な
こ
と
で
す
。
一
つ

残
念
な
の
は
京
丹
後
で
暮
ら
す
若
者
が
少
な

い
こ
と
。
こ
れ
は
、
若
者
が
集
ま
っ
て
遊
ぶ

場
所
が
少
な
い
こ
と
が
一
つ
の
要
因
だ
と
思

い
ま
す
。
個
人
的
に
は
映
画
館
や
Ｂ
Ａ
Ｒ
が

あ
れ
ば
い
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
京
丹
後
に
住
ん
で
、
多
く
の
方
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
日
本
語

は
上
手
く
な
い
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
人
と

お
話
を
す
る
中
で
、
も
っ
と
日
本
の
文
化
や

生
活
を
深
く
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

ユリー・マクシモヴィッチさん（25)
丹後町間人在住

  

故 

田た

家い
え  

信の
ぶ

治じ  

さ
ん （
101
）

　社資（社費および寄付金）の
ご協力ありがとうございまし
た。おかげさまで目標額を大き
く上回ることができました。寄
せられた社資は、災害救護活動
や健康安全講習の普及など、さ
まざまな赤十字事業に役立てら
れます。

京丹後市の社資合計額
665万 4786円
　　　　　　(目標額 517万円 )

 日本赤十字社京都府支部京丹後市地区
　（生活福祉課内☎ 69-0310）

＜5月募集分＞

赤十字社員増強運動

季
節
の
変
わ
り
目
な
ど
定
期
的
に
変

更
す
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す

▼
現
在
は
昼
（
１１
時
、
１２
時
）
に
「
京

丹
後
市
の
歌
」、夕
方
（
１７
時
）
に
「
夕

焼
け
小
焼
け
」
を
時
報
と
し
て
放
送

し
て
い
ま
す
。
昼
の
時
報
は
、
平
成

22
年
８
月
１
日
か
ら
「
京
丹
後
市
の

歌
」
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
流
し
て
い

ま
す
が
、
放
送
開
始
か
ら
約
３
年
が

経
ち
、
一
定
の
目
的
が
達
成
で
き
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
よ
う
な
現
状
も
踏
ま
え
、
今

後
、
季
節
の
変
わ
り
目
な
ど
定
期
的

に
時
報
の
音
楽
を
変
更
す
る
よ
う
具

体
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
総
務
課
】

ご
意
見
箱
か
ら
声

み
ん
な
の

昼
11
時
に
流
れ
る
防
災
無
線
の
メ

ロ
デ
ィ
を
変
え
て
く
だ
さ
い

▼
昼
11
時
に
流
れ
る
防
災
無
線
の
メ
ロ

デ
ィ
が
同
じ
音
楽
に
な
っ
て
か
ら
、

楽
し
み
が
減
り
ま
し
た
。
で
き
る
こ

と
な
ら
、
１
〜
３
カ
月
ぐ
ら
い
に
１

度
メ
ロ
デ
ィ
を
変
え
て
い
た
だ
け
な

い
で
し
ょ
う
か
？ 

外
仕
事
を
し
て
い

る
者
は
、
け
っ
こ
う
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

【
住
所
未
記
入
・
50
代
・
男
性
】

※ Assistant Language Teacher の略。小中学校で英語
授業の補助を行う外国人助手

　

市
教
育
委
員
会
は
、
小
中
学
校
の
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り

国
際
理
解
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
６
人
の
外
国
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
※
）
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
８
月
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
退
任
に
伴
い
左
の
４
人
を
任
命
し
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

アダム・
ミコンキ（22）

マリーン・
カノコハタ（24）

ジェイミー・
スローン（23）

出
身
国
：
ア
メ
リ
カ

配
置
先
：
峰
山
町

出
身
国
：
ア
メ
リ
カ

配
置
先
：
久
美
浜

出
身
国
：
ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

配
置
先
：
網
野
町

４
人
の
新
任
A
L
T
を
配
置

アレクサンダー・
トゥイーグ（31）

出
身
国
：
南
ア
フ
リ
カ

配
置
先
：
大
宮
町

永年勤続単位民生委員児童委員
協議会会長表彰

（
網
野
町
俵
野
）

【民生児童委員】

　平成 4 年から現在までの長き
にわたり民生委員・児童委員とし
て活躍。平成10 年12月からは
民生児童委員協議会会長として、
地域福祉の充実に貢献され、そ
の功績が評価されました。

  

井
本　
好よ

し

信の
ぶ  

さ
ん （
75
）

（網野町浅茂川）

　6月7日、市内のテニスコートで倒れ、心
肺停止となった友人に対して、迅速かつ適切
な応急処置を行い、一命を取り留めた功績に
対し、市消防本部から感謝状が授与されまし
た。

  山﨑　朗
あきら

  さん （58）

心肺停止の友人を救命
市消防本部から感謝状を授与

〈
イ
ラ
ス
ト
〉

田
中
久
美
子
さ
ん
（
網
野
町
網
野
）

京丹後に想う Vol .12



生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

岸田　真
ま
奈
な
美
み
ちゃん（女の子）

７月生まれ・3,176㌘
母：まみさん　父：圭介さん

（網野町網野）

田辺 稀
け
威
い
ちゃん（男の子）

８月生まれ・3,060㌘
母：真希子さん　父：龍

りゅう

吾
ご

さん

稲垣 陸
りく
ちゃん（男の子）

８月生まれ・3,084㌘
母：美保子さん　父：康

やす

之
ゆき

さん

（兵庫県西宮市／実家：峰山町新町）

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
弥
栄
病
院
で
赤
ち
ゃ

ん
誕
生
の
瞬
間
を
喜
ぶ
ご
家
族
の
姿
を
紹
介

し
ま
す
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
か

た
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ど
し
ど
し
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
秘
書
広
報
広
聴
課
「
生

命
の
絆
」
係
ま
で 

 
☎
６
９-

０
１
１
０

玉西 璃
り
都
と
ちゃん（男の子）

８月生まれ・2,930㌘
母：未

み

那
な

さん　父：純さん
（神戸市灘区／実家：大宮町口大野）

金久 櫂
かい
士
と
ちゃん（男の子）

8月生まれ・3,300㌘
母：彩

さ

央
お

里
り

さん　父：和
かず

大
ひろ

さん
（大阪府吹田市／実家：弥栄町堤）

（京都市伏見区／実家：丹後町久僧）

さ
と
が
え
り

さ
と
が
え
り

さ
と
が
え
り

さ
と
が
え
り

▲軽トラックいっぱいのごみが集まったところも（写真は市ボラン
ティア連絡会網野支部の皆さんが集めたもの）

　
近
年
、
漁
場
を
は
じ
め
と
す
る
海

域
環
境
の
悪
化
が
問
題
視
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
海
に
流
れ
込

む
河
川
の
水
質
悪
化
や
水
源
に
あ

る
森
林
の
荒
廃
、
農
地
や
家
庭
か

ら
の
排
水
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
昨
年
、
市
環
境
基
本
計
画
推
進
委

員
会
が
実
施
し
た
市
内
の
河
川
ご

み
実
態
調
査
で
は
、
廃
タ
イ
ヤ
や

農
業
資
材
な
ど
の
大
型
ご
み
の
他
、

大
量
の
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

買
い
物
袋
な
ど
の
生
活
ご
み
が
川

を
流
れ
て
い
る
実
態
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
流
域
全
体
の
問
題
解
決
に

は
、
山
林
や
河
川
な
ど
の
自
然
環

まずは身近なごみ拾いから。流域を越えた清掃活動で〝森林・河川・海″を維持・再生

　市環境基本計画の重点プロジェクトの一環として「水をつなぐクリーン大作
戦」と題した清掃活動が歴史街道丹後100㌔ウルトラマラソン前日の９月14
日、市内全域で行われました。
　第2回となる今回も、取り組みの趣旨に賛同した多くの団体や個人の皆さ
んが参加し、河川の上流、中流、下流域が一体となった清掃活動が展開され
ました。

「山」「里」「海」水のリレープロジェクト

水をつなぐ
クリーン大作戦

境
の
保
全
や
事
業
活
動
、
生
活
ス

タ
イ
ル
の
変
革
な
ど
、
個
々
の
施

策
の
推
進
だ
け
で
な
く
、
総
合
的

な
施
策
の
推
進
が
必
要
で
す
。

　
〝「
山
」「
里
」「
海
」
水
の
リ
レ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞
は
、
河
川
の
上

流
・
中
流
・
下
流
域
の
人
々
が
流

域
を
越
え
、
一
体
感
を
持
っ
て
活

動
す
る
こ
と
で
、〝
森
林
・
河
川
・

海
〞
を
維
持
・
再
生
す
る
と
と
も

に
地
域
間
の
連
携
を
深
め
る
こ
と

が
目
的
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
と
し
て「
水
を
つ
な
ぐ
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
」
と
題
し
た
市
内
一
斉

の
清
掃
活
動
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

当
日
９
月
14
日
に
は
、
把
握
で

き
て
い
る
だ
け
で
９
団
体
、
約

3
0
0
人
が
参
加
。
参
加
者
か
ら

は
、「
買
い
物
袋
に
そ
の
ま
ま
入
っ

た
ご
み
が
目
立
つ
。
販
売
者
も
積

極
的
に
啓
発
す
べ
き
で
は
」「
信
号

周
辺
や
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
に
ご
み
が

集
中
し
て
い
る
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
菓
子
袋
な
ど
一
人
一
人
の
意
識

で
防
げ
る
ポ
イ
捨
て
ご
み
が
多
い
」

と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

(

環
境
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
課) 

▲久美浜町甲山での活動の様子

▲網野町小浜の水晶浜での活動の様子 ▲峰山町小西川での活動の様子
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如
意
寺
は
、
広
報
き
ょ
う
た

ん
ご
８
月
号
で
紹
介
し
た
と
お

り
、
天て

ん

平ぴ
ょ
う

年
間
（
７
２
９

〜
７
４
９
年
）
に
行ぎ

ょ
う

基き

が
開

い
た
と
さ
れ
る
古
い
お
寺
で

す
。
昭
和
37
年
に
現
在
地

へ
移
転
す
る
ま
で
は
、
対
岸

の
小
字
如
意
谷
に
あ
り
ま
し

た
。

　

庫く

裏り

に
安
置
さ
れ
て
い
る

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
、

高
さ
76
．
２
㌢
㍍
あ
り
、
古こ

色し
ょ
く

を
呈
し
、
木
目
が
美
し
い

像
で
す
。
も
と
は
表
面
に
漆

を
塗
り
、
そ
の
上
に
金
箔
を

貼
っ
た
像
で
し
た
が
、
現
在

は
漆
、
金
箔
と
も
に
ほ
と
ん

ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
足
を
組
み
、
手
は

膝
の
前
で
印
を
結
ぶ
姿
は
、

平
安
時
代
後
期
に
平
等
院（
宇

治
市
）
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像

か
ら
始
ま
っ
た
「
定じ

ょ
う

朝ち
ょ
う

様よ
う

」

と
呼
ば
れ
る
仏
像
の
流
れ
を

く
ん
で
い
ま
す
。
造
り
方
の

特
徴
な
ど
か
ら
、
平
安
時
代

末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
頭
に

あ
た
る
12
世
紀
末
に
造
ら
れ

た
像
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
如
意
寺
の

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
、

丹
後
地
域
に
お
け
る
定
朝
様
の

阿
弥
陀
如
来
像
の
一
つ
で
あ
る
点

が
評
価
さ
れ
、
昭
和
58
年
４
月

１
日
付
で
久
美
浜
町
指
定
文
化

財
（
彫
刻
）
に
指
定
さ
れ
、
平

成
16
年
の
京
丹
後
市
発
足
に
伴

い
京
丹
後
市
指
定
文
化
財
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

（
文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 

90

如に
ょ

意い

寺じ

木も
く

造ぞ
う

阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

坐ざ

像ぞ
う

「定朝様の阿弥陀如来坐像」
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去
る
９
月
７
日
、「
松
本
重
太

郎
１
０
０
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
地
元
有
志
の
実
行
委
員
会

中
心
に
開
催
を
い
た
だ
き
ま
し
た

（
５
頁
参
照
）。

重
太
郎
翁
は
、

本
市
間
人
が

生
ん
だ
明
治

期
の
偉
大
な

実
業
家
。「
東

の
渋
沢
（
栄
一
）
西
の
松
本
」
と

並
び
称
さ
れ
、
40
数
社
に
の
ぼ
る

代
表
的
な
企
業
の
創
設
、
育
成

な
ど
明
治
期
の
日
本
経
済
を
牽け

ん

引い
ん

し
た
偉
人
で
す
。

　
翁
の
晩
年
、
創
設
し
た
百
三
十

銀
行
の
破
綻
に
関
連
し
て
〝
悉し

っ

皆か
い

出
し
ま
す
〞
と
言
わ
れ
て
全

私
財
を
な
げ
う
た
れ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
そ
の
尊

い
御
行
動
に
改
め
て
光
を
あ
て
た

い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、

銀
行
破
綻
の
時
期
の
前
後
を
分

断
し
て
万
一
に
も
翁
の
ご
功
績
を

評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
晩
年
の

出
来
事
も
盛
時
の
出
来
事
を
評

価
す
る
投
光
器
、〝
い
ざ
と
い
う

と
き
は
自
分
を
投
げ
出

す
〞
と
の
覚
悟
で
40
数

社
に
の
ぼ
る
一
つ
一
つ

の
企
業
を
興
さ
れ
た
か

ら
こ
そ
、
関
わ
っ
た
企

業
の
多
く
が
百
年
以
上

も
先
の
今
で
も
発
展
を

続
け
る
ほ
ど
に
本
物
の

企
業
魂
を
も
つ
企
業
に

育
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
偉
業
は
、

翁
に
小
手
先
の
才
覚
が

あ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
普
段
か

ら
私
欲
を
捨
て
る
気
概
と
覚
悟

で
赤
子
に
魂
を
入
れ
て
く
れ
た
か

ら
で
は
な
い
か
。
私
は
、〝
悉
皆

出
し
ま
す
〞
と
は
、
翁
の
人
間

人
格
を
語
る
局
面
だ
け
の
出
来

事
で
は
な
く
、
今
や
世
界
最
先

進
に
成
長
・
発
展
し
た
近
代
日

本
の
経
済
を
力
強
く
牽
引
し
た
、

そ
の
原
点
に
あ
る
〝
経
営
思
想
、

経
営
哲
学
の
原
形
、
魂
〞
の
あ

り
方
の
問
題
と

し
て
近
代
日
本

経
済
史
の
中
で

し
っ
か
り
と
再

評
価
さ
れ
る
べ

き
だ
と
思
う
。

　

今
年
は
翁
の
没
後
１
０
０
年

で
す
が
、
来
年
は
生
誕
１
７
０
年

で
あ
り
ま
す
。
本
市
の
経
済
再

生
を
展
望
し
て
市
を
あ
げ
て
行

動
に
移
す
べ
き
現
今
、
今
年
・
来

年
と
こ
の
機
会
に
、
日
本
経
済
躍

進
の
大
功
労
者
で
あ
る
翁
の
御

足
跡
と
御
遺
徳
、
御
教
訓
を
域

内
外
の
住
民
、
経
済
界
は
じ
め

関
係
者
の
皆
さ
ん
と
改
め
て
十

分
に
再
認
識
、
温
め
直
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
本
市
と
日
本
の
未
来

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

京
丹
後
市
長　
中
山　
泰

　

第
３
回
ア
ジ
ア
太
平
洋

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
A
P
G
N
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

９
月
８
〜
12
日
の
５
日
間
、
韓
国

の
済
州
島
ジ
オ
パ
ー
ク
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク
か
ら
、
各
地

で
行
わ
れ
て
い
る
ジ
オ
パ
ー
ク
活

動
を
通
じ
た
教
育
、
保
護
保
全
な

ど
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
か
ら
も

ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
山
陰
海
岸
の

魅
力
を
ア
ジ
ア
に
、
そ
し
て
世
界

に
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、

　

  

Ａ
Ｐ
Ｇ
Ｎ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
済チ

ェ

州ジ
ュ

島
）
で　
　

　
　
　
　
　

山
陰
海
岸
の
魅
力
を
世
界
に
発
信

本
市
の
「
琴
引
浜
」
鳴
き
砂
体

験
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
多
く
の
人

だ
か
り
が
で
き
、
各
国
参
加
者

の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
ス
テ
ー
ジ
上
に
、
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ゆ
る
き
ゃ

ら
「
玄
さ
ん
」
が
登
場
。
平
成

27
年
に
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

で
の
開
催
が
決
ま
っ
て
い
る
第

４
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
ジ
オ
パ
ー

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ａ
Ｐ
Ｇ
Ｎ
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
を
、

済
州
島
に
集
ま
っ
た
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク
関

係
者
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

（
久
美
浜
町
西
本
町
）

▲済州島ジオパーク

  （
観
光
振
興
課
） ▲大勢の来場者でにぎわう山陰海岸ジオ

パークブース

▲記念シンポジウムで挨拶を述べる中山市長

　

８
月
19
日
か
ら
５
日
間
、

福
島
県
会
津
若
松
市
で
行

わ
れ
た
「
未
来
人
材
育
成

塾
」
に
参
加
し
た
生
徒
２

人
に
よ
る
報
告
会
が
９
月

18
日
、
弥
栄
中
学
校
の
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
未
来
人
材
育
成
塾
」

は
、
次
の
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
、
日
本
、
世

界
を
リ
ー
ド
す
る
講
師

陣
と
直
に
接
す
る
こ
と

で
、
自
ら
未
来
に
つ
い
て

考
え
、
夢
を
抱
き
、
目
標

「
未
来
人
材
育
成
塾
」
で
〝
あ
す
な
ろ
の
心
〞
育
む

弥栄中生徒が研修報告会
～将来は日本のリーダーに～

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
〝
あ
す
な
ろ
の
心
〞
を

育
む
と
と
も
に
、
同
世
代

と
の
交
流
を
通
し
て
、
自

分
の
考
え
を
他
者
に
伝

え
る
手
段
や
、
協
調
し
て

課
題
解
決
を
図
る
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
素
養
を
身

に
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、

2
0
5
0
年
の
リ
ー
ダ
ー

を
輩
出
す
る
こ
と
が
目
的
。

会
津
若
松
市
や
同
市
の
経

済
団
体
で
組
織
す
る
「
新

生
日
本
・
再
生
故
郷
実
行

委
員
会
」
が
主
催
し
、
全

国
の
自
治
体
や
法
人
の
会

員
で
構
成
さ
れ
る
「
プ
ラ

チ
ナ
構
想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
協
力
で
開
か
れ
た
も
の

で
す
。

　

全
国
か
ら
72
人
の
中

学
生
が
参
加
し
た
研
修
で

は
、社
会
の
仕
組
み
、文
化・

芸
術
、
歴
史
、
科
学
の
区

分
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組

ま
れ
、
全
国
的
に
活
躍
し

て
い
る
の
著
名
人
15
人
に

よ
る
講
義
の
他
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
や
課
外
学
習
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
研
修
に

参
加
し
た
弥
栄
中
学
校

３
年
の
冨
田
将
志
君
と
山

口
直
城
君
が
、
研
修
内
容

や
感
想
な
ど
を
全
校
生
徒

の
前
で
発
表
。
冨
田
君
は

「
衆
議
院
議
員
の
小
泉
進

次
郎
先
生
、
建
築
家
の
安

藤
忠
雄
先
生
、
前
日
本
銀

行
総
裁
の
白
川
方ま

さ

明あ
き

先
生

の
講
義
が
印
象
に
残
り
ま

し
た
。
こ
の
研
修
を
受
け

て
変
わ
っ
た
こ
と
は
、
初

め
て
会
っ
た
人
た
ち
と
も

気
軽
に
話
し
合
い
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で

す
」
と
話
し
、
山
口
君
は

「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
ハ
ー

ド
で
大
変
で
し
た
が
、
塾

生
た
ち
と
交
流
し
、
た
く

さ
ん
友
達
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
塾
を

通
し
て
自
分
の
考
え
が
甘

か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
」
と
報
告
。

　

さ
ら
に
二
人
は
「
学

ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
今

後
の
生
活
に
生
か
し
、

2
0
5
0
年
に
は
日
本
を

引
っ
張
っ
て
い
け
る
よ
う

な
人
物
に
な
り
た
い
」
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

未
来
の
繁
栄
を
導
く
原
点
の
魂
輝
く
！

　
　
郷
土
と
日
本
の
偉
人

　
　
　

 　
「
気
張
る
男
・
松
本
重
太
郎
」

▲如意寺木造阿弥陀如来坐像（如
意寺所蔵）

研修内容を報告する冨田将
まさ し

志君（左）と山口直
なお き

城君



10月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
29 30 10/

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31 11/

1 2

　「あなたが生まれてきて、その才能と
魅力を輝かせながら、ここに生きてい
ることを私は心から祝福します」こん
なステキな誕生日メッセージを用意し
ていた伊吹先生が残していったノート。
全編にあふれる愛情を感じます。

　渡
わた

し船
ふね

の中
なか

で居
い

眠
ねむ

りするおさむら
いさんと、一

ひと

粒
つぶ

の飴
あめ

玉
だま

をとりあってけ
んかする子

こ

どもたちとのおはなしです。
今
こ

年
とし

は、新
にい

美
み

南
なん

吉
きち

生
せい

誕
た ん

100 年
ねん

。新
美南吉の遺

のこ

した、たくさんの作
さく

品
ひん

に
出
で

逢
あ

ってみませんか。

■ 宮川　優（みやがわ ゆう）
京丹後コミュ二ティ放送・局長。FMたん
ごメインパーソナリティー。朝の情報番組
「たんご・モーニング・サンド！」（7：００～８：
58）を担当。年間を通してイベントMC
や各ナレーションにも多数出演

　暑い夏が過ぎすっかり秋めいてき
ましたが、夏に熱い体を冷やし、秋
に「新作」「限定」と言って登場し
てくるものと言えば…ビールです
ね。
　皆さんはビール業界でトップシェ
アを占めている「アサヒビール」の
創業者、松本重太郎をご存知でしょ
うか？実は丹後町間人出身の方なん
ですよ。１８４４年生まれの重太郎
は１０歳で間人を離れ京都で丁

でっ

稚
ち

奉
ぼう

公
こう

、その後大阪で雑貨商「丹重」を
開業し、南海電鉄、百三十銀行など
約４０社の創立や重役を務め、明治
時代の関西の大実業家となります。
　そんな松本重太郎が亡くなってか
ら今年で１００年。９月７日には、
「重太郎の足跡を今に生かす」をテー
マにシンポジウムが行われました。

参加する中で私なりに考えた今に生
かすためのキーワードは？という
と、①チャンス②アイデア③調査・
準備④実行⑤愛です。重太郎はこ
の５つすべてに優れていたように思
います。中でも①「チャンス」は今
丹後に来ています。京都府がすすめ
る「海の京都構想」はまさにやって
来るチャンスをしっかりつかもうと
いう事業です。また⑤「愛」は、実
業家という剛腕を見せながらも丹後
を愛し、両親を愛し、また多くの人
から慕われたという面から、人との

つながりの大切さを感じます。最後
は全財産を出し銀行の連鎖倒産を防
ぎ、潔く経済界を引退したという重
太郎。そういえば潔さというのも今
の時代求められていることかもしれ
ませんね。
　幼い重太郎に大きな夢を抱かせて
くれたのはきっと間人の海から昇る
朝日ではないかと…。もしかしたら
「アサヒビール」の由来は間人の〝朝
日″かもしれませんね。（＾＾）

たんご 遊優宮川優の 見聞録

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で5人に図書カード500円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）
②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報
紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなど
をご記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙
を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラストは
広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘
れずにご記入ください。

◆応募締切
10 月 15 日（火）当日消印有効。当選者の発表は
11月号のこのコーナーで。

◆9月号の答え
問１…1300　問２…中東　問３…火祭り

◆9月号当選者
大木敏正さん（大宮町）、田中久美子さん（網野町）、
田中静さん（久美浜町）、今西善四郎さん（網野町）、
堀英子さん（大宮町）
応募総数24人、23人の方が正解でした。たくさんのご応募
ありがとうございました。

問１ 今月号の表紙は○○○○アワーの間人漁港
問２ ○○○円バス利用エリア拡大
問３ ○をつなぐクリーン大作戦で流域を越えた清掃活動

広報クイズ 京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
必
要
性
を
訴
え
る

佐
藤
さ
ん

今月のおすすめ

nav i nav inav inav inav i nav inav i

図書館だより
◆開館時間／ 10時～ 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

丹後の偉人はアサヒから？！

〝感応道交″で円滑なコミュニケーションを

                       　　　　
京丹後市からのお知らせ　

　月～金　7：53～7：58、13：00～13：05、16：54～16：59

市政情報番組 FMたんご FM79.4㎒ Check

　
「
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
国
際
理
解
教
室
を
８
月
30
日
、
ア
グ
リ

セ
ン
タ
ー
大
宮
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
Ｆ
Ｍ
京
都
α
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
佐
藤
弘
樹
さ
ん
は
、「
今
、

世
界
の
社
会
や
企
業
で
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
、
相
手
の
話

を
感
じ
応
じ
る
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
の
道
と

相
手
と
の
道
が
交
わ
る
〝
感か
ん

応の
う

道ど
う

交こ
う
〞
が
必
要

で
は
な
い
か
」
と
熱
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
様
々
な
国
（
地
域
）、
世

代
に
よ
っ
て
考
え
方
が
違
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
が
あ
る
こ
と
を
学
べ
ま

し
た
。
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
生
か

し
て
い
き
ま
す
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

市職員人事異動

退職 ［8月31日付 ]

弥栄病院看護部
土井  聡子看護師
砂井  美由紀看護師
蒲生  祐弓看護師

　図書館の本は、「日本十進分類法（ＮＤＣ）」という決まったルー
ルをもとに分類して並べられています。哲学、歴史、社会科学、自
然科学など、分野ごとに 10個のグループに分けてその中でさらに
詳しく分類していく方法です。
　本をお探しの際は、全ての図書館（室）に備え付けてあるタッチ
パネルの端末で検索するか、職員にお尋ねください。

〈図書館豆 知識〉ご存知ですか ?本の並び方

交通事故に注意
  府内で交通事
故が多発してい
ます。
　安全運転を心
掛けましょう！

▲素材や成分の違うさまざまな物にブラックライトを当てて、
発色の違いを見る実験を行いました

　

京都府丹後文化会館　インフォメーション

　　一般3,500円　高校生以下1,500円　※当日500円高

 開演 14:00（開場 13:30）
11/10（日）

 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
 一般…3,000円　高校生以下…1,000円
　 《全席指定》　※当日各500円高

主催：京丹後市／（公財）京都府丹後文化事業団

火ノ鳥－祝祭－
ＤＲＵＭ　ＴＡＯ 　11/5（火）　開演19：00（開場18：30）

《全席指定》

前売券
発売中

※未就学児の入場はご遠慮ください 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）

※未就学児の入場はご遠慮ください

平成25年度地域における舞台芸術振興・次世代体験推進事業 主催：京丹後市／（公財）京都府丹後文化事業団
後援：京都府※京都府の助成により低料金に設定され
ています。

■あめだま 新美 南吉／作　長野 ヒデ子／絵
にっけん教育出版社 

■クローズド・ノート 雫井 脩介／著
角川書店

　図書館（室）では、京都府丹後文化
会館の事業に合わせた企画を提案して
いただき、８月は「歌舞伎」、９月は「ボ
ランティア」をテーマに資料を展示し
ました。
　今後もそれぞれの活動を生かした展
示を行いますので、ぜひご覧ください。 ▲ボランティアをテーマにし

た展示

（紹介者：峰山町女性）

　読書の秋、図書館で心に残る一
冊を探してみませんか。

10/27（日）～11/9（土）

企画展示をご覧ください

2223 2013.10 2013.10
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男　 28,608人 （－18）
女　 30,814人 （－14）
計 　59,422人 （－32）
世帯数 22,603世帯 （+4）
8月31日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

人口・世帯数 ▼
暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
、
日

が
暮
れ
る
の
も
早
く
な
っ
て
き

ま
し
た
ね
。
秋
と
い
え
ば
ス
ポ
ー

ツ
や
読
書
、
芸
術
な
ど
い
ろ
ん
な

も
の
が
楽
し
め
る
季
節
で
す
が
、

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ

れ
ま
す
か
？
▼
今
月
号
で
は
、
網

野
町
島
津
地
区
の
秋
祭
り
で
行
わ

れ
る
太
刀
振
り
の
練
習
を
取
材
し

ま
し
た
。
太
刀
振
り
は
「
自
己
の

身
体
を
鍛
え
、
精
神
を
統
一
し
て

魂
を
磨
き
、
清
め
る
」
こ
と
が
目

的
。
昔
は
真
剣
を
使
っ
て
い
た
の

で
ヒ
ヤ
ッ
と
す
る
場
面
も
多
か
っ

た
と
か
…
今
は
メ
ッ
キ
加
工
し
た

も
の
を
使
っ
て
い
る
そ
う
で
す

が
、
今
年
は
50
年
前
の
型
を
再
現

す
る
と
あ
っ
て
練
習
は
真・

剣・

そ
の

も
の
で
し
た
▼
秋
祭
り
は
秋
の
収

穫
に
感
謝
す
る
伝
統
行
事
。
私
の

地
元
は
秋
祭
り
が
無
い
の
で
、
我

が
家
の
食
卓
に
並
ぶ
梨
や
ブ
ド
ウ

を
し
っ
か
り
味
わ
い
、
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
／
光

発
行
／
京
丹
後
市
役
所
　
編
集
／
秘
書
広
報
広
聴
課
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丹
海
バ
ス
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
に
魅
せ

ら
れ
た
男
子
高
校
生

　

府
立
網
野
高
校
間
人
分
校
に
通
う
北
垣
竜
万
君

（
３
年
）
は
、地
元
の
公
共
交
通
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

自
他
と
も
に
認
め
る
バ
ス
・
鉄
道
マ
ニ
ア
。
公
共

交
通
の
魅
力
と
は
何
な
の
か
。
他
の
ス
ポ
ー
ツ
や

娯
楽
に
は
目
も
く
れ
ず
、
夢
中
に
な
れ
る
そ
の
訳

を
聞
い
て
み
た
。

             

♦
　
　
♦
　
　
♦

　
　
丹
海
バ
ス
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
は
中
学
３
年
の

冬
。
徒
歩
で
網
野
駅
に
行
っ
た
帰
り
道
、
突
然
の
猛
吹

雪
に
襲
わ
れ
た
。「
バ
ス
な
ら
帰
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
時
刻
表
を
確
認
し
て
み
た
が
、
初
め
て
だ
っ
た
の
で

ど
の
バ
ス
に
乗
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
ず
…
。
緊
張
し

な
が
ら
自
宅
の
方
向
に
行
く
バ
ス
に
乗
る
と
、
そ
れ
を

察
し
た
運
転
手
が
「
バ
ス
は
初
め
て
で
す
か
」
と
声
を

掛
け
て
く
れ
た
。
事
情
を
説
明
す
る
と
、
家
ま
で
の
帰

り
方
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
、
そ
の
親
切
な
対
応
に
感

動
し
た
北
垣
君
。
高
校
で
は
バ
ス
通
学
と
な
り
、
身
近

な
存
在
と
し
て
ま
す
ま
す
魅
か
れ
て
い
っ
た
。

　
丹
海
バ
ス
は
、
都
市
部
の
も
の
に
比
べ
る
と
車
体
が

古
い
た
め
、
ア
ク
セ
ル
を
踏
む
と
大
き
な
音
が
響
く
。

北
垣
君
に
は
こ
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
た
ま
ら
な
い
と
い

う
。
ま
た
、「
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
な
の
も
風
情
が
あ
っ
て
良

い
」
と
乗
車
中
は
外
の
景
色
よ
り
も
運
転
手
の
操
作
に

夢
中
だ
。
特
に
お
気
に
入
り
の
車
体
は
、
乗
客
数
の
多

い
路
線
・
時
間
帯
し
か
走
ら
な
い
通
常
よ
り
大
き
い
も

の
で
、
車
体
番
号
や
経
路
を
全
て
把
握
し
て
い
る
。

　

Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
好
き
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
尋
ね
る
と

「
タ
ン
ゴ
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
が
も
の
す
ご
く
か
っ
こ
良

か
っ
た
か
ら
」
と
興
奮
気
味
に
答
え
た
。
同
車
両
は
今

年
３
月
、
大
勢
の
フ
ァ
ン
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
、
そ
の

役
割
を
終
え
た
特
急
列

車
。「
座
席
が
他
の
電
車

よ
り
も
高
い
位
置
に
あ

り
、
き
れ
い
な
眺
望
を
楽

し
め
る
の
が
最
大
の
魅

力
で
す
ね
」
と
北
垣
君
。

さ
ら
に
、「
こ
こ
か
ら
の

景
色
が
お
す
す
め
で
す
」

と
最
前
席
で
撮
影
し
た
一
枚
（
写
真
右
）
を
見
せ
て
く

れ
た
。

　
現
在
は
、
今
年
４
月
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
観
光
型
列
車

「
あ
か
ま
つ
」
が
好
き
で
、
す
で
に
５
回
以
上
乗
車
し
て

い
る
と
い
う
。「
定
員
制
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ス
ペ
ー
ス

で
、
お
土
産
や
関
連
グ
ッ
ズ
な
ど
の
車
内
販
売
が
充
実

し
て
い
る
の
が
良
い
で
す
ね
」
と
新
た
な
目
当
て
の
登

場
に
笑
顔
の
北
垣
君
。

　
休
日
に
は
、
バ
ス・汽
車
が
見
ら
れ
る
絶
好
の
ス
ポ
ッ

ト
を
探
し
て
い
る
。
お
気
に
入
り
は
岩
滝
口
駅
を
出
発

し
た
汽
車
と
線
路
沿
い
の
道
路
の
バ
ス
が
並
走
す
る
と

こ
ろ
。
バ
ス
が
定
時
よ
り
早
く
て
も
遅
く
て
も
見
ら
れ

な
い
た
め
希
少
だ
と
い
う
。

　

北
垣
君
は
単
な
る
バ
ス
・
鉄
道
マ
ニ
ア
で
は
な
い
。

「
利
用
客
を
増
や
す
た
め
に
は
、
利
用
し
や
す
い
ダ
イ

ヤ
で
の
運
行
や
快
適
な
空
間
を
提
供
す
る
こ
と
が
必

要
。
利
用
者
の
声
を
少
し
で
も
多
く
届
け
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、
厳
し
い
経
営
が
続
い
て
い
る

公
共
交
通
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
会
社
に
対
し
て
頻
繁

に
提
案
・
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

　

将
来
の
夢
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
公
共
交
通
関
連

の
仕
事
に
つ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
も
、
趣
味

に
留
め
て
お
い
た
方
が
楽
し
め
る
か
な
」
と
苦
笑
い
。

　
「
公
共
交
通
は
僕
の
人
生
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
。
こ
の
魅
力
を
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
き
た
い
」

―
。

丹
海
バ
ス
の
車
体
を
撮
影
す

る
北
垣
君
（
丹
海
バ
ス
峰
山

案
内
所
で
）

42 北垣 竜
りゅう

万
ま

君（17）
網野町網野

公共交通をこよなく愛する

▲タンゴエクスプローラーの最
前席から撮影した風景
（北垣君撮影）

クマに注意！！ 目撃情報が寄せられています


